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実践研究

特別支援学校高等部（知的障害）における

二次障害への教育的対応

ーストレスマネジメント、 SSTを中心にー

下回 渚（長崎大学大学院教育学研究科教職実践専攻）

吉田ゆり（長崎大学教育学部）

内野成美（長崎大学大学院教育学研究科）

I要旨】特別支援学校高等部（知的障害）に在籍する軽度知的障害のある生徒を対象に、
二次障害の予防的対応として、「ストレスマネジメントJ ！：＇. 「SST（ソーシャル・スキル・ト
レーニング）」を併せた包括的なプログラムを計画、実施した。
実践にあたっては、まず（ 1 ）対象生徒の障害特性と三次障害の状態像をアセスメントし、
次に、（ 2 ）一斉プログラム：「ストレスマネジメント授業」をメインプログラムとして、個
別プログラム I田「毎朝のセルフチェック」、個別プログラム II：「個別 SST」という 3つのプ
ログラムを計画・実施した。（ 3）プログラムの効果測定については、生徒の行動観察、スト
レスマネジメント授業前後の質問紙（ストレスチェック）の数値比較、生徒自身が話したり
書いたりした内容を評価の資料として分析した。
支援プログラムの実施中、対象生徒は、比較的安定した情動を示し、二次障害が途中から
顕在化した生徒はいなかった。また、二次障害の兆し（行動上の問題）が見られた生徒につ
いても、行動問題は増加しなかった。実践をもとに総合的な考察を行った結果、特別支援学
校高等部（知的障害）における二次障害の教育的対応について得られた示唆を報告する。

キーワード 特別支援学校高等部、知的障害、二次障害、ストレスマネジメント、 SST（ソ
ーシヤノレ・スキノレ・トレーニング）

問題と目的

特別支援学校高等部（知的障害）において、軽度知的障害や発達障害の診断を

有する生徒の在籍数は増加傾向にある（井上， 2009）。彼らは「新しいタイプ」

の生徒たちであり、学校もそれに伴って新しい問題に直面している。そのひとつ

が、「三次障害への教育的対応」である。

三次障害とは、「発達障害と関連した心理的ストレス状況を背景として生じてい

る心身の不安定な状態」を意味しているのが一般的である（宮本， 2011）。知的

障害領域においても、発達障害領域同様の三次障害が生じると考えられ、特に軽

度ないし中等度の知的障害の若者は、さまざまな精神障害への親和性や脆弱性が

増加するというメンタルヘルス上の問題を抱えやすい（内閣府， 2010）。

杏藤（2009）は、三次障害を大きく「外在化障害」と「内在化障害」に分けて

整理している。外在化障害は、反抗や非行を含む行動上の問題を通じて葛藤を表

現しているという特性をもった障害群であり、反抗挑戦性障害や行為障害がその

代表である。内在化障害は、不安、抑うつ、強迫、解離、身体化などの神経症性

の症状を通じて葛藤を表現する障害の総称である。
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二次障害は、思春期年代から顕著になりやすいという特徴がある。宮本（2011)

は、定型発達の児童生徒以上に、発達障害のある児童生徒たちは、思春期に心理

面が不安定になりやすくなっており、それまで我慢してきたストレス状況に対す

る耐性も揺らぐため、二次障害が思春期に生じやすくなると述べている。二次障

害の状態像は様々で、早期発見と予防的対応が重要といわれているが、学校現場

における行動問題や不登校等の二次障害に対しては、対症療法的な対応をしてい

ることが多く、予防的対応という視点での支援が十分とはいえない（笹森， 2011）。

そこで、生徒の心理面・行動面へのアプローチとして通常の学校で効果をあげ

ている「ストレスマネジメント教育」と「SST（ソーシャル・スキル・トレーニ

ング）」を、知的障害のある生徒に取り入れることが、二次障害の予防につながる

のではないかと考えた。本実践研究の目的を、特別支援学校高等部（知的障害）

に在籍する軽度知的障害のある生徒を対象に、ストレスマネジメントと SST（ソ

ーシャル・スキノレ・トレーニング）を中心とした授業実践を通して、予防的対応

の視点を重視しながら二次障害への教育的対応の在り方について検討を行うこと

とする。

方法

実施期間 2015年 4月上旬～12月上旬

実施場所 県立X特別支援学校（知的障害）

対象生徒 高等部 1年生8名（男子5名、

女子3名）。知的障害や、知的障害を伴う発

達障害の診断を有する生徒たちで、全員、

療育手帳を取得している。療育手帳の程度

区分は8名とも B2 （軽度知的障害）であ

る（表 1）。同じ学級に在籍し、筆者は、そ

の学級の担任教師である。

実施期間を前期（4月上旬～8月）

と後期（9月～12月上旬）に分けた。

前期を、対象生徒の障害特性や二次

障害の状態像の程度把握のための、

アセスメントの実施期とした。アセ

スメントを基に支援プログラムを立

案し、後期を、支援プログラムの実

施期とした。 12月上旬に、支援プロ

グラムの効果を測定した。本実践研

究の流れを、図 1に示す。
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表 1 対象生徒の実態

性別 IQなど 療育

手帳

生徒A 女 IQ1>9 B2 

生徒 B 男 FIQ84 B2 

自問スベクトヲム症

生徒 C 女 IQ55 B2 

生徒D 男 IQ57 B2 

てんかん

生徒 E 男 IQ57 B2 

生徒F 男 IQ59 B2 

生徒 G 男 FIQ58 B2 

自閉スペクトラム症

生徒H 女 IQ53 B2 

• 4月上旬～8月
・情報収集の視点をもとに実態杷握を行
い、I実態抱握シートJを作成する

・9月～12月上旬
• 3つのプログラムを包括的に
実践

a・・・・・・・12月上旬・・・・・・・，r行動観察j[本人への質問紙1・E温劃E・・ fワーウシート｜こ記入した内容l．．．．．．． f授業・面僚で話したことの内
一一一一一一一 容Jなどを分析する

図1 本実践研究の流れ
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アセスメントの実施（4月上旬～8月）

基本的な障害特性の理解や、二次障害の状態像の程度把握のための視点をもと

に、「生徒から得られる情報j「保護者から得られる情報j「関係機関から得られる

情報」という 3つの方向から情報を収集した（表 2）。

表 2 情報収集の視点

本人から得ら 学校生活場面での行動観察、個別面接、本人記入による体調と気持ちのセルフチェ
れる情報 ック（毎朝ワークシートに記入）、日記など

保護者から得 連絡帳の記述内容、聞き取り（電話、家庭訪問、個別面接）など
られる情報

関係機関から 出身中学校や関係機関（医療・福祉）からの聞き取り、入学時提出書類の記述内容
得られる情報 など

検査等 ウェクスラー式またはピネー式発達検査、 S-M社会生活能力検査など

支援プログラムの実施（9月～12月上旬）

一斉プログラム：「スト

レスマネジメント授業

（全8回）」をメインプロ

グラムとし、個別プログ

ラム I：「毎朝のセルフチ

ェック」、個別プログラム

E ：「個別 SST」を実施

した。一斉プログラムと

個別プログラムは、相互

に作用を及ぼす。この 3

つのプログラムを実践の

田「気持ち
t 

「ストレスマネジメント授業」
（全8回）

t 
本人面接・個別SST

柱とした（図 2）。 図 2 実践の柱

－毎朝（登絞後に記入）実施。
－体調不良や不安を訴えるときは、綬業
に参加する前！こ5分以内の短時間面接
を実施。話の聞き取りゃ対処法の提案、
決定をする。

週に1園、自立活動の綬業時間（45
分間）に実施する。

・行動問題があらわれた時（あらわれ
そうな時）に面様の機会を設定し、個
別でSSTを実施する。
－時間は45分間以内とする。

一斉プログラム（メインプログラム）：「ストレスマネジメント授業』

ストレスマネジメント理論に基づいた「ストレスマネジメント教育」を、 9月

から 12月までの聞に、週 1回（45分間）、全8回実施した。授業の全体像を表

3に示す。授業実践にあたっては、『ストレスマネジメントテキスト』『ストレス

マネジメントワークブック（生徒用）』（ストレスマネジメント教育実践研究会

(PGS）編， 2002）や、『学校、職場、地域におけるストレスマネジメント実践

マニュアル』（坂野雄二監修， 2004）を、生徒の実態に応じて援用した。これら

のプログラムは、通常の小学校、中学校、高等学校での実践を前提にされている

ものであるため、実際の授業計画を立てるときは、知的障害のある生徒にも理解

できるよう、なるべく抽象的でなく具体的に情報を提示すること、実物の提示や

実演、リハーサルを必ず盛り込むこと、学習内容を思い出しやすいように学習内

容を常に目に見える場所に掲示することなど、障害特性に配慮した「わかりやす

さ」を工夫した。
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表 3 ストレスマネジメント授業の全体像

各回の目標
第 1回 0ストレスについて興味をもっ

0プレテストの実施
0ストレスを溜めやすい人、ストレスに強い人はどんな人か知る
Iストレスに強い人になろう！】

第 2回 0ストレス発生の流れを知る
0良い対処法と悪い対処法の概要について知る

第 3回 コーピング①「心（気持ち）に効く対処法」
0具体的な対処法を知り、体験する
0自分なりのリラックスできる方法を整理する

第 4回 コーピング②「体に効く対処法」
0具体的な対処法を知り、体験する
0自分のできそうな方法を選ぶ

第 5回 コーピング③「ストレスのもとに効く対処法」
0ストレッサーへの具体的な対処法を知る
0実際に、言ってみたり、やってみたりすることを通して練習する

第 6回 コーピング④「頭（考え方）に効く対処法」
第 7回 0具体的な対処法を知る。

0実際に言う

第 8回 コーピング⑤「どの段階でも使える“社会的支援”について考え、整理する」
0ストレスマネジメントに関する「学習ファイルj を冊子にして、完成させる
0ポストテストの実施
Iストレスに強い人になれたかな？】

個別プログラム I：「毎朝のセルフチェック』

筆者が作成したチ

（図 3）への記入を生徒に促し、

は、「毎朝のセルフチェック」

エツクシート 前

期・後期ともに実施した。「今日の体調」について

「悪い」 を選択している生徒と、「今日の気持ち」

について、表情イラストの中から「少し不機嫌そ

うな表情」「怒った表情」「涙を流している悲しげ

な表樹」のいずれかを選択している生徒は、朝の

会終了後に個別面接を実施した。個別面接は、次

の授業が始まるまでの間に、一人 5分以内で実施

した。 体調の悪さや今の気持ちについてくわしく

話を聞きとって対処法を選んだり、 その日の授業

の参加の仕方について打ち合わせたりした。

月 日 （） 天気 ｛

刊の品ち・ ＠＠＠＠＠⑬＠

スケジュール

耳詰晶 員A事や場..原，宿ど

1 

z 

3 

4 

5 

6 

「－ 官雇 E竺：
図 3 セルフチェツクシート様式

個別プログラムE：『個別 SST」 行動問題が起こったとき、または起こりそう

な兆しが見えた時に個別で SSTを実施した。実施する時間帯は、 1）授業中の抽

出、 2）昼休み、 3）放課後の時間を使った。時間は 45分間以内とし、授業中

の抽出であった場合は、なるべく授業が終了するまでに授業に戻すようにした。

個別 SSTは、 4月上旬から、必要に応じて実践を開始した。

分析方法、評価の資料、評価の視点

本実践研究では、次の 4つを評価の資料とし、それぞれの資料に対する評価の

視点を、以下のように設定した。 1）学校生活場面全般における行動観察：対象

生徒が、「比較的安定した情動を示している（示すようになった）」ことを評価し

固着した状態ではないものの二次障害の兆し（行動上の問題）が見られた生た。
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徒については、「行動問題が減る、または、増加していない」こと等を評価した。

2）本人への質問紙（プレテストーポストテスト聞の比較）．個人のストレス数値

を測る質問紙を、一斉プログラム実施前後に実施したロその、プレテスト（ 9月

実施）とポストテスト（ 1 2月実施）聞の数値を比較し、①学習グループ全体と

してのストレス数値の増減が見られるか、②個人におけるストレス数値の増減が

見られるかを分析した。 3）授業時や個別面接時に話した内容：対象生徒が「自

身のストレスについて、言語化して他者に伝えることができた」、「ポジティブな

コメントが維持された、または、増えた」こと等を評価した。 4）ワークシート

や日記の記述内容：授業で記入するワークシートに、「自分が取り入れられそうな

対処法を記入することができた」こと等を評価した。

結果と考察

アセスメント期を通して得た“気になる実態”

アセスメントを通して得られた情報を基に、二次障害への教育的対応につなが

る“気になる実態”を整理することができた（表4）。対象生徒の中に、併存症と

してのとしての診断（二次的な障害）を受けている者はいなかった。ただし、固

着した二次障害の状態を示す生徒はいないものの、行動上の問題が皆無の生徒は

おらず、何らかのストレスが顕在化していると考えられ、全員に二次障害の予防

的視点を持ったプログラムの実施が必要であることがわかった。

表4 生徒の“気になる”実態

性別、 IQなど 実態

立
活発な性格で友だちも多いが、急に落ち込んでふさぎこむことがある．

生徒A IQ59 中学生の頃から腕を傷つける自傷行為が時々ある。感情的になると、泣
きだしたり、壁や物、人に八つ当たりをする園

男
気になることや不安があるとそれをなかなか払拭できない。興奮状態に

FIQ閉8ス4 
なると、相手に食って掛かるような言い方で多弁になる。体調不良を訴

生徒 B
自 ベクトラム症

えることが多い。中学生時代は、他者の言動に対して納得がいかないと
きに、相手につかみかかる、自分の頭を叩くなEの行動がみられた。

女
困ったことや嫌なことがあっても、学校ではあまり話さない。内向的で
静かな環境を好む。家では、学校であった嫌なことや苦手な人のことを、

生徒 C IQ55 
母親に話すことがある。

男
朗らかな性格だが、対人トラブル場面では相手を責めるような他罰的な
言動をとることが多い。面と向かつて言うのではなく、 LINEキメール

生徒D IてQん57かん での文字によって「クズ」などの言葉を相手にぶつける。今夏、胃腸の
不調を訴え、胃潰療の診断を受けている。

男 明るく賑やかなことが好きで、何事にも積極的に取り組もうとするが、
生徒 E IQ57 頑張り過ぎると頭痛や腹痛、吐き気を訴えることが多い。

男
寡黙で表情もほぼ一定。そのためか、中学生時代は同級生女子から「気

生徒 F IQ59 持ち悪い」と評されることや、対人トラプル場面で相手につかみかかっ
たりしたことがあった．

男 周囲の人に質問をして学、気になることを逐一確認したがる。親他者との関

生徒 G FIQ閉5ス8 わりは良好。小学校高 年の時は、家で反発・反抗して母 に暴力的で
自 ベクトラム症 あったが、現在は落ち着いている。

女
同年代の仲間と、男女を問わずユーモアを交えながら関わり合う様子が
みられる。小学校時代に男子から意地悪をされた経験を、嫌な記憶とし

生徒 H IQ53 
て語ることがある。
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個別プログラム I：「毎朝のセルフチェック」実践の経過と指導の結果

このプログラムでは、教師（筆者）は 2段階での支援を行った。第 1段階が「記

入済みのチェツクシートに目を通して全員の状態を把握する」、第 2段階が「不調

を訴える特定の者に対する個別面接の実施」である。前期・後期ともに、生徒は

自分の心身の状態を認知し、書くことを通して教師に伝えることができた。さら

に、自分の状態を具体的に話したりその日の活動を相談したりするための援助要

請のツールとしても活用できた。教師にとっても、毎朝の生徒の「健康観察」と

「どういう不調を感じているか」を把握するツール、かつ、短時間面接の際のき

っかけづくりとして活用

できた。生徒にとっては、

チェック後の短時間面接

で「先生に話をきいても

らうこと、対処法を決定

すること」が、まさにス

トレスマネジメントにつ

ながっていると思われた。

実際に対人トラブルが起

第1段階

工
一
あ
王
明
フ一司
セ一の一し宮
E
S

成果

「短時間面接I

生徒一人一人のその日
の状態を把握しやすい
（健康観察）

生徒の話を聞きとるきっ
かけになる

（対象生徒会員分の
状慾チェック）

通常通り1時間目の
授業に書加

階

酬

段
M

2
者

第

脳
時

・体調面の不調や心理面の不
調を言語化する

－対処方法を選択、決定する

話すことがストレスマネジ
メントにつながる

生徒の抱える問題への
早期介入を可能にする

こっているときやその兆し

がみえるときは早期に介入ができたので、トラブ、ルが大きくなることを予防する

こと、問題解決に向けて素早く取り組める成果につながった（図 4）。

図 4 「毎朝のセルフチェック」実践による成果

一斉プログラム：「ストレスマネジメント授業」実践の経過と指導の結果

授業中の生徒の様子・評価 「ストレスの流れと良い対処法・悪い対処法」（第

2回）の学習では、ワークシートとして配布したものをポスター状（拡大カラー

印刷）にして教室後方の黒板に掲示し、常に目に触れる環境を作った（図 5）。

「心に効く対処法」（第 3回）の学習では、自分なりに取り入れられそうな対処

法を、ワークシートに記入することができた。「体に効く対処法」（第 4回）の学

新しいストレスの元になる
なくす・弱める

.:c,:> ストレスの流れと対処法

ーキレる
・人や鞠にやつあたり
する
・ひきこもる
・薬物‘たばこ、お酒
・童ベまくる
－どうでもよ〈怠って何
もし1なくなる
－ゲームやパチンコlこ
のめりこむ
・動物や人をいじめる
．夜遊びをする
・自分を傷つける

など

変える

おちつく

こうふんが静まる

図 5 授業用教材「ストレスの流れと対処法」と教室後方に掲示したポスター
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習では、約 20分間のウォーキングの前後にワークブック内のストレスチェック

を実施した結果、軽い運動の後はストレス数値が下がっている生徒が多かった。

「ストレスの元に効く対処法」（第 5回）の学習では、自身のストレスの元に、ど

の方法で対処するのが妥当かという学習活動を展開したが、生徒によっては障害

特性上、認知を少し変えてみるということが難しく、対処法を選ぶ活動には至ら

ない者もいた。「社会的支援」（第 8回）の学習では、すべての生徒が「わたしを

サポートしてくれる人たち」として、何らかの存在をサポーターとみなし、ワー

クシートに書き込むことができた。

ストレスチェックテスト 第 1回（初回）と第8回（最終回）の授業時に、ワ

ークブック内の「ストレスチェックテスト」を実施した。内容は、 15項目のスト

レス尺度に対して、あてはまるものを選択し点数化するというものである。 15項

目のストレス尺度とは、「とても疲れている」「頭痛がする」「首筋や肩がこる」「体

が緊張している」「胸が痛むJ「物事に集中できない」「眠れない」「気分が暗い」

「胃腸の具合が悪いJ「食べ過ぎた、飲みすぎた」「家にかえってもゅううつ」「怒

りっぽくなる」「イライラする」「小さな音にでもピックリする」「キレた」である。

選択肢は、「いつもある（ 5点）」「 1日に何度かある（4点）」「1週間に何度かあ

る（3点）」「 1ヶ月に何度かある（ 2点）」「ほとんどない（ 1点）」の 5つである。

数値が低いほど「ストレスが少ない」と判断される。合計点からみるストレスの

多少については、ワークブックに示されている基準「男子 27点以下：ストレス

が少ない」「男子28点以上：ストレスが多い」「女子 29点以下：ストレスが少

ない」「女子 30点以上：ストレスが多い」に拠って判断した。

プレテストーポストテスト聞の比較（全体の結果と個人の結果）

250 236 

200 

150 

100 

50 

9月 1 2月

図6 授業前後のストレス数値

対象生徒8人分の合計数値の比較を、図 6に示す。

授業実施前は 236点だったものが、授業実施後は210

点に減少した。ストレスマネジメント授業実施後は、

全体としてストレス数値が下がったことがわかった。

また、個人のストレス数値（合計点）の結果とプレ

テストとの比較を、表 5に示す。 8人中、ストレス

数値が減少したのは5名、増加したのは 3名であっ

た。最も減少していたのは生徒 Cの－ 16点で、最

も増加していたのは生徒Hの＋ 6点であった。

個別プログラムE：『個別 SST」実践の経過と指導の結果

個別 SSTは、基本的に、対象生徒に「行動問題が見られたとき」「行動問題に発

展しそうだと筆者が判断したとき（行動問題の兆しがみえたとき）」に時間を作っ

て実施した。他に、「本人から相談が寄せられたとき」、「周りの教師や生徒から本

人の言動に対して対応に困っていると訴えがあったときJにも実施した。個別 SST

に使う時聞は、授業の 1単位時間である 45分以内とした。
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表 5 個人内の変化

ストレスチェック ストレスチェック ストレス数値
（プレテスト）の結果 （ポストテスト）の結果 （合計点）の増減

生徒 A （女） 3 9点；ストレスが多い 3 8点：ストレスが多い -1点

生徒 B （男）
1 8点：ストレスが少ない 1 9点：ストレスが少ない +1点

生徒c（女） 4 0点：ストレスが多い 24点：ストレスが少ない -16点

生徒 D （男） 3 3点：ストレスが多い 2 7点：ストレスが少ない -6点

生徒 E （男） 3 9点；ストレスが多い 4 0点：ストレスが多い +1点

生徒 F （男） 2 3点：ストレスが少ない 1 9点：ストレスが少ない 4点

生徒 G （男） 2 3点：ストレスが少ない 1 6点：ストレスが少ない -7点

生徒 H （女） 2 2点：ストレスが少ない 2 8点：ストレスが少ない +6点

実施した内容は、他の教師とも情報共有できるように、口頭で伝えたり個人の

フィールドノートに記載するようにした。こうすることで、筆者だけで対応する

のではなく、他の教師にも対応の方法をわかりやすくすること、取り入れた対処

法やスキノレを明確にしておいて指導にばらつきがないように心がけた。必要に応

じて実施した結果、生徒 Aに対して実施した個別 SSTの回数が最も多かった。実

施した SSTの回数と主に取り扱ったスキルの一覧を、表 6に示す。

表 6 実施した SSTの回数と内容（一覧）

個別 SSTの実施回数 取り扱ったスキル

ストレスマネジメント、上手に断るスキル、先生への

生徒 A（女） 2 1回
不安の伝え方、家族への気持ちの伝え方、自傷行為に
代わる対処法の選定、迷惑な相手を上手に無視する方

（前期 10回、後期 11回）
法、気にしないためのスキル、折り合いの悪い相手と
の話し合いの仕方

生徒 B（男） 3回 ストレスマネジメント、気になることを上手に先生や
（前期 1回、後期 2回） クラスメートに伝える方法

生徒 C（女） 4回
はっきり断るスキル

（前期 1回、後期 3回）

生徒 D（男） 3囲 攻撃的にならない言い方、先生に要望を伝えるスキ
（前期 2回、後期 1回） ル、嫌な時に相手にその場ではっきり伝える方法

生徒 E（男） 5回 ストレスマネジメ ント、不快なことを相手にはっきり
（前期 1回、後期4回） 伝えるスキノレ、兄弟げんかを上手に回避する方法

生徒 F（男）
2回 その場の雰囲気に応じた適切な表情を意識する方法、
（前期 1回、後期 1回） 男女交際に関してはっきり断るスキル

生徒 G（男） 0回

生徒 H（女） 0回

このプログラムにおいてスキルの選定やリ ハーサルの前に重要だったのが、「生
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徒の話を、時間をとって十分に聞きとること」であった。聞きとった後に必要な

スキルを決定し、 SSTに移行すると円滑に取り組めた。筆者の最初の意図として

は、 SST実施のための話の聞き取りであったが、結果的には、その「生徒の話を

聞くこと」そのものに効果があったように考えられる。つまり、 SSTで得たスキ

ルの行使が置接問題解決につながったのではなく、まず「話すこと・相談するこ

と」で、教師の支援を獲得し、気持ちの安定や問題の整理がなされ「どうすれば

良いか」生徒自身に理解できたことが問題解決につながっていったようである。

必要なスキルや対処法を獲得し、確立し、一人で問題解決に取り組むには、まだ

時聞がかかること、もっと効果的な取り組みが必要であると考えられる。

総合的考察

本実践研究では、支援プログラムの実施中、対象生徒は比較的安定した情動を

示し、二次障害が途中から顕在化した生徒はいなかった。また、二次障害の兆し

（行動上の問題）が見られた生徒についても、行動問題は増加しなかった。実践

の経過と結果を通して、二次障害への教育的対応として特別支援学校高等部（知

的障害）での具体的な支援方法について考察した結果を、以下に述べる。

①二次障害の可能性を想定した「アセスメント」を実施することからはじまる

特別支援学校高等部（知的障害）に入学してくる軽度知的障害の生徒たちは思

春期段階にある。また、これまでの学校生活で『うまくいかなかった経験」を積

み重ねてきている可能性が高い。つまり、どの生徒にも二次障害が現れるリスク

が高いと考えて、入学置後から二次障害の症状や兆しを見落とさないための、多

面的なアセスメントを実施することが第一歩となる。

② 「ストレスマネジメント教育』は二次障害の予防教育として有効であろう

本実践研究で、一定期間継続的に実施した「ストレスマネジメント授業」では、

授業後に測定したストレス数値は、対象生徒全体でみると授業後に減少しており、

一斉プログラムとしての効果が見込めることがわかった。ただし個別の結果を見

ると、ストレス数値がほとんど変化しなかった生徒、やや増加した生徒もいたた

め、ストレスマネジメント教育のみが、二次障害の対応として万全の支援方法だ

とは言えないこともわかった。これについては、二次障害の状態像は多様で幅が

広いこと、さらに、生徒自身のメタ認知の弱さから自分の内的な変化に気づきに

くいことや自己表現が難しいことに起因して、効果が測定しにくいという側面も

あると考えられる。効果の測定に関しては、今後なおいっそう検討が必要である。

③個別プログラム I目『毎朝のセルフチェック（第 1段階回全員）と短時間面接

（第 2段階．必要な生徒のみ）」は無理なく取り組め、効果を実感できた

この実践を毎朝積み重ねることで、生徒の心身の状態の把握がしやすかった。

さらに、短時間面接を通して、生徒の行動問題やトラブルを早期発見・即時介入

でき、問題解決やトラブル予防的な支援ができたという成果が得られた。

④個別プログラムE 「個別 SST』は一部の生徒に有効であった
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このプログラムでは、結果的には、生徒 Aへの個別対応回数が最も多かった。

スキルの獲得はすぐにはできなかったため、継続的な介入が必要であった。また、

対人関係場面でのトラブルが背景にあることがほとんどだったので、筆者は、傾

聴を第一に状況理解に努め、周囲の人間関係の調整役も呆たさねばならなかった。

カウンセラーのような役割で話の聞きとりをする必要があったため、教師のカワ

ンセリングスキルが求められた。

⑤留意点や今後の課題

今回の実践においては、二次障害が固着し、重篤な状態にある生徒はいなかっ

たため、すぐに医療機関等につなぐケースはなかった。二次障害が固着した状態

の生徒だと判断される場合や、行動問題が増加して対応に苦慮する場合は、学校

だけで対応しようとせず、医療など関係機関との連携も必要である。今回の対象

者の中では、生徒Aに対して特に、今後も個別的なストレスマネジメント教育を

継続する必要があると考えている。

結論

アセスメントに基づいた、一斉プログラム「ストレスマネジメント教育」、個別

プログラム I 「毎朝のセルフチェック」、個別プログラムE 「個別 SST」という包

括的な支援プログラムは、二次障害の予防的対応につながるといえる。今回の実

践研究を学校心理学の枠組みで捉えなおすと、二次障害の予防的対応の意義がさ

らに明らかになる。

学校心理学とは、「学校で苦戦している子ども」を援助する枠組みである（石隈，

1999）。援助の対象は学校にいるすべての子どもで、子どもたちが持っている援助

ニーズのレベルを 3段階で説明している。 1次的援助サービスは、すべての子ど

もに対して実施される。 2次的援助サービスは、一部の子ども（苦戦が始まった

子どもや苦戦しやすい子ども）に対して行われる。さらに 3次的援助サーピスは

特定の子ども（大変な苦戦をしている子ども）に対して行われる。

今回の、特別支援学校高等部（知的障害）に在籍する lクラス（生徒）を対象

とした実践では、「 1次的援助サーピス」が、学級のすべての生徒に対して実施さ

れた「ストレスマネジメント授業」と「毎朝のセルフチェック」となると考えら

れる。また一部の生徒を対象とする、「2次的援助サービス」が「セルフチェック

後の短時間面接」「個別 SST」に該当する。さらに、生徒Aに複数回実施した個別

SSTは「 3次的援助サービス」に該当するといえるであろう（図 7）。

今回の包括的なプログラムは、生徒自身の、ストレス対処能力を高めることへ

の意識づけと、相談する能力（援助希求能力）を高めることにつながったと考え

られる。知的障害のある生徒たちに、思春期特有の不安定な時期を二次障害の状

態が固着しないようにうまくやり過ごさせるためには、支援者側の環境調整は必

須である。環境調整を図ったうえで、生徒が自分でも自身のストレスをマネジメ

ントするスキル、周囲の人に相談するスキルを高める実践を行うことが、特別支
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3段階の心理教育的援助サービスとその対象に本実践研究をあてはめた図図7

における二次障害への教育的対応といえるだろう。

文献

井上昌士・猪子秀太郎・菊地一文・涌井恵・大崎博史（2010）知的障害者である

児童生徒に対する教育を行う特別支援学校に在籍する児童生徒の増加の実態と

教育的対応に関する研究 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所研究成果

報告書．

大野太郎・高本伊智郎・山田冨美雄（編）・ストレスマネジメント教育実践研究会

(PGS) (2002）ストレスマネジメント・テキスト，東山書房．

笹森洋樹（2012）発達障害と情緒障害の関連と教育的支援に関する研究一二次障

害の予防的対応を考えるために一，独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

研究成果報告書．

ストレスマネジメント教育実践研究会（PGS）編（2002）ストレスマネジメント・

ワークブック，東山書房．

田村節子・石隈利紀（2013）石隈・田村式援助シートによる実践チーム援助一特

別支援教育編－，図書文化社．

内閣府（2010）ユースアドバイザー養成プログラム

援学校高等部（知的障害）

（改訂版）．

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/h19・2/html/ua_mkj_pdf. html 

宮本信也（2011）発達障害医学の進歩 23，診断と治療社， 1・8.




